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腹 帯 の 歴 史

蔵　方 　宏　 昌

　　腹 帯 の 呼 び 名 と 起 源

　 日 本 の 産 育習 俗 に 「帯祝 （お び い わ い ） 」 と い う の が あ る 。
妊 娠

5 ヵ 月 目 に 妊 婦 の 腹 部 に 麻 や 木 綿 の 帯 を 纏 っ て 祝 う行 事 で あ る 。
こ

の 行 事 は 現 在 民 間 で も行 わ れ て い る が
、 平安 時代 に は 公 家 の 儀 式 だ

っ た
。

　帯祝 で 妊 婦 に 着 け る 帯 を腹 帯 （ふ く た い
、 は ら お び ） と呼 ん で い

る が 、 古 く か ら 、 岩 田 帯 （い わ た お び ） 、 纈 帯 （い わ た お ぴ ） 鎮 帯

（ち ん た い ） 、 産 帯 （さ ん た い ） 、 常 陸 帯 （ひ た ち お び ） な ど い ろ

い ろ に 呼 ば れ て き た 。 腹 帯 が い つ か ら始 ま っ た か 明 ら か で な い が
、

江 戸時代 に 神 功 皇 后 の 故 事 を 腹 帯 の 起 源 と す る 説 が 流 布 す る 。 『古

事記 』 r日 本 書記 』 に は 中哀 天 皇 の 妃 、 神 功 皇 后 が 朝 鮮 の 新 経 に 速

征 す る 時 、 子 供 が 産 ま れ そ う に な り、 E を取 っ て 帯 に 間 に 挟 み 陣痛

を鎮 め 、 帰 国 し て か ら筑紫 国 （九 州 の 北 部 ） で 男 児 （応 神天 皇） を

出 産 し た 、 と 記 さ れ て い る 。

　神 功 皇后 は 『万 葉集』 で 山 上 憶 良 （660 〜 733 ） が 詠 い
、 そ

の 詞 書 に 「こ の 両 つ の 石 を 用 い て 、 御 袖 の 中 に 挿 み 1著 け て 、
以 ち て

鎮 懐 と し た ま ひ き」 と 記 し た
。

こ の 故 事 か ら神 功 皇 后 が 帯 に 挟 ん だ

石 は 後 に 「鎮 懐 石 」 と 呼 ば れ る 。 鎮 懐 石 は 筑 甫 国 怡 土 郡 深 江 村 子 負

原 に あ っ た と い う
一
説 と 肥 首 国 彼 杵郡 平 敷 の E で あ っ た と い う説 が あ

っ た
。 後 に 肥 討 国 の 石 が あ っ た と い う地 （長 崎 大 学 医 学部 薦 ） に 鎮

懐 石 を祭・
っ た 祠 が 建 て ら れ 、 　そ の そ ば に 「日 本 書 記 』 に 書 か れ た 神

功 皇后 の 故 事 を刻 ん だ 碑 と 山 上 憶 良の 鎮 懐 石 の 歌碑 が 作 ら れ た 。 し

か し 、 江 戸時代 に 広 く知 られ た 腹 帯起 源 説 を 当 時 の 国 学者 た ち は 否

定 し た り無 視 し た り し て い る 。

　 　 平 安 時 代 宮中 の 箸 帯

　 文 献 で 妊 婦 の 腹 帯 が で て く る の は 平安 時代 中 頃 で 、 『小 右 記 』 の

永 観 3 年 （985 ） 5 月 1 日 の 条 に 「午 時 、 白 色 の 衣 を 以 っ て 児 に

著 け ら れ る
。 産者 の 腹 に 結 び し 絹 を 以 っ て 之 を 用 ゆ 」 と 記 さ れ て い

る 。

　妊 婦 が 腹 帯 を 巻 く こ と や そ の
・儀式 を 「著帯」 の ち に 「着 帯」 と 呼

ば れ 、
公 家社 会 で は 平安 時代 中頃す で に 儀 式 化 さ れ て い た

。
妊 兼 5

ヶ 月 吉 日 に 行 わ れ る こ と が 多 く 、 後 世 の よ う に 戌 の 日 を 選 ぷ こ と は

ナ な い
。 時 刻 は 午 か ら 申 の 刻 、 す な わ ち 午後 0 時 か ら 午 後 4 時 頃 ま
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で が 多 い
。 夜間 に は 行 わ れ な か っ た ら し い

o

　宮中 の 儀式 を記 した 『中 宮御産部 類記 』 に よ る と 、 当 日 は 陰 傷 師

を招 き古 方 吉時 を決 め た
。 腹 帯 は 長 さ 1 丈 6 尺 （約 4 ．8m ） ほ ど の

練 絹 で
、 親 し い 人 の 中か ら特 に 身内 に 不幸 が な い 人 に 腹 帯 を作 ら せ

献 上 さ せ た
。

　 こ の 腹 帯 を衣 筥 に 入 れ 、 宮 中 の 身分 の 高 い 重 臣 に 宮 中 まで 持 参 さ

せ
、 天 皇 が 御 覧 に な っ た あ と

、 重 臣 は 衣 筥 を仁 和 寺な ど の 格 式 あ る

寺 に 持 っ て 行 く。 僧 正 は 腹 帯 を持 っ て 持 仏 堂 に 入 り加 持 し た
。

加 持
の 後 、 僧 正 は 腹 帯 の 包 み 紙 の 上 か ら 細 帖 紙 で 小 松 3 本 を結 び 、 腹 帯
を衣 筥 に 戻 す 。 腹 帯 の 包 み 紙 は 壇 紙 2 枚 で 、 上 下 に 押 折 り し た も の

で あ る 。 僧 正 を御 所 に 招 い て 加 持 さ せ る こ と も あ っ た
。 寺 で 加 持 を

受 け る か
、 御 所 で 加 持 し て も ら うか

、
ど ち ら が 正 式 か 両 説 あ る と い

う 。

　著 帯 の 場 所 は 中宮 の 御 座 で 、 天 皇 は 加 持 を受 け た 腹 帯 を 自 ら 中 宮

の 小 袖 の 中 に 通．し腹 部 に 巻・き つ け た
。 当時 は 衣 の 上 に 腹 帯 を巻・い た

と い う。 腹 帯 の 中 に は 諸毒 を 治 す と い う生 薬 「仙 沼 子 」 を い れ た
。

仙 沼 子 は 当 日 、 施 薬 院 や 典 薬療 の 長 官 が 献 上 す る 。

　著帯 が 終 わ る と 、 当 日 か ら 出 産 ま で 陰 陽 師 の 御 祓 と 僧 侶 の 加 持 が

行 わ れ た
。

加 持 の 内 容 は 「北 斗 法 」 と 「不 動 法 」 、 あ る い は 「薬師

法 ［ と 「北 斗 法 」 と い う も の で あ る
。

　　鎌 倉時 代 の 公 家 と 武家 の 着帯

　鎌 倉時代 は 妊 娠 5 ヶ 月 に 限 ら ず 、 6 カ 月 、 7 ケ 月 に 着帯す る 日 も

多 い
。 着 帯す る 日 は 吉 H が 選 ば れ 、 当 H は 陰 陽 師 で は な く、 学 識 あ

る 重 臣 が 呼 ば れ て 吉時 吉方 を 決 め た
。 寛喜 2 年 （1230 ） 11 月

11 日 の 中宮 の 著 帯で は 中宮 の 里 方 の 母 か ら腹 帯 を 献 上 して も ら っ

て い る 。 腹 帯 は 長 さ 1 丈．2 尺 （約 3。6m ） ほ ど の 平 絹 で 、
こ れ を 六

重 に 畳 ん で 、 白 薄模 様 の 二 重 の 布 で 包 み 、 さ ら に 蘇芳 色 （赤 紫 色 ）

の 織 物 で 包 む o 腹 帯 は 薄鐙 の 衣 筥 に 入 れ 、 使 い の 重 臣 に 渡 さ れ 、 宮

中 で は 中　の 女 官 を 介 し て 天 皇 が 腹 帯 を御 覧 に な る
。

　 こ の 後 、 加 持 が 行 わ れ 、 共 薬頭 （典 薬 寮 の 長 官） が 献 上 し た 仙 沼

子 27 丸 を 壇 紙 に 包 み 、 別 の 紙 に も う 1 丸 包 む
。

地 に 薄模 様 の あ る

布 を半 枚 ほ ど の 大 き さ に 切 り、 こ れ を畳 ん で仙 沼 子 27 丸 入 りの 包

み を 入 れ 、 そ の 上 に 1 丸 包 ん だ 紙 包 み を加 え て 腹 帯 の 中 に 縫 い 込 め

た Q 腹帯 は 「易産 陀 羅 尼 」 と 水書 き し た り、 松 枝 を 具 え た り し て 衣

筥 に 入 れ る o

　女 房 は 衣 筥 を 持 っ て 中 宮 の 御 座 所 に 行 き 、 古時 に な る と 中 宮 は 吉
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方 に ta　v丶 天 皇 が 中 宮 の 腹 部 に 腹 帯 を 巻 く。
こ の 後 か ら 出 産 ま で 毎

日御 祈 と 御 祓 が 行 わ れ た 。

　公 家 の 着 帯 は 武家 に も広 が り、 将軍 家 で も 同様 な儀 式 が 行 わ れ て

い る 。 　『東鑑 』 に よ る と 、 北 条 政 子 が 着帯 の 時 、 重 臣 千蓄介 常胤 の

妻 が 腹 帯 を 扶 上 し 、 将 軍 源 頼 朝 が 腹 帯 を妻 政 子 に 巻 い て い る
。

　　 室町 時 代武家 の 着帯

　室町 時 代 に な る と 、 後 世 「和 礼 の 三 職」 と い わ れ た 伊勢 、 小 笠 原 、

今 川 の 有職 故 実 を専門 と す る 人 た ち が 出 て 、 着 帯 は 産 所 礼 式 の
一 部

と し て 碚 立 す る
。

　 こ の 頃 に は 妊 娠 、 5 ケ 月 に 着 帯す る こ と が 多 い
。 将 軍 家 で は 陰 陽

頭 （陰 陽 寮 の 長 官 ） を呼 ん で 古 日 古 方 吉 時 を 決 め
、

こ れ を記 して も

ら う 。
こ の 書 き物 を 「勘 文 」 と い い 、 こ れ に も と つ い て 着 帯 が 行 わ

れ る
。

　腹 帯 は 、 公 家 で は 白 綾 儀 の 蛸 を 用 い て い る が 、 将 軍 家で は 儀 式 当

日 に 白 靖 を 用 い
、 平 常 は 白 布 を着 け て い た

。 長 さ は 8K （約 2．4m ）

で 一 幅 物 で あ る 。
こ れ を縦 に 4 つ に 畳 み 三 針 刺 し を し て 両 端 の 糸 を

結 ば な い
。 腹 帯 は 子孫繁 昌 の 重 臣 の 妻 が 作 り持 参す る Q そ し て 聖 護

院 や 青 蓮 院 の 僧 正 に 加 持 し て も ら う。 腹 帯 を結 ぶ の は そ の 家 の 譜 代

の 臣 の 妻 で 、 将 軍 の 妻 の ：右柚 か ら 帯 を 通 し 、 う し ろ に 迫 して か ら左

の 鳩 下 を 通 し て 甫 に 追 し て 巻 き 、 胸 元 で 結 ん だ 。

　　 江 戸 時 代 町 民 の 着 帯

　 公 家 や 武 家 で イ云 え ら れ た 産所 礼 式 は
、 ai　P 時代 に は 町 家 に も広 ま

っ た
。

こ れ に 大 き な役 割 を し た の が 水 島元 成 （1607 〜 1697 ）

で 、 小 笠 原 流 の 礼 法 を世 情 に 合 うよ うに 麦 え て 町 人 に 普 及 さ せ た 。

彼 の 礼 法 は 水 島 流 と し て 伝 え ら れ る 。 『水 島流 産所 伝 記 』 に

　 「月 経 が 止 ま っ て 5 ケ 月 目 に 帯 を す る こ れ を懐 孕著 帯 ま た は 著 帯
と も い V 丶 　目録 な ど に 記 す 場 合 は く い は た 帯 〉 と 吉 く 。 帯 は 婦 の

・
母

よ り、 ま た 果 報 伊 美 敷 老 女 よ り乞 い を 受 け る こ と も あ る
。

生 絹 で 長

さ 8 尺 を二 筋 使 わ な く て は い け な い
。 縦 に 5 つ に 畳 み 、 白 糸で 75

3 、 ま た 3 針 剌 し に 縫 う。 7 尺 5 す 又 は 8 尺 2 寸 に し た 古 例 も あ る
。

他 流 に は 、
一 筋 は 白 、

一 筋 は 紅 に して 、 父 の 名 な ど を 書 く こ と が あ

る け れ ど も 、 当 流 は 砦 白 生 絹 で あ る o こ の 帯 の 中 に 小 豆 、 米 八 十 八

粒 、 鈿 　石 5 、
以 上 3 色 を 紙 に 包 ん で 容 れ る 家伝 も あ る

。 」

と 江 戸 哮代 首 期 の 着帯 の 様 子 を伝 え て い る 。 　『水 島流 懐婦 産 記 』 の

一 部 『壊 妊 帯書伝 記 』 に よ る と 、 帯 の 長 さ は 弓 の 長 さ 7 尺 5 寸 、 弓
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袋 の 長 さ 9 尺 5 寸に す る例 も あ る
。

着帯 の 日 に 神糊 に 祭 る の は 、 小 笠原 流 で は 御 神 酒 の 入 っ た 一
対 の 瓶

子 、 烏子 形 の 餅 10 個 、 熨 斗 、 昆 布 、 山 椒 、 勝 采 、 米 で あ る 。 水 島

流 で は 、 烏子形 の 餅 が 5 個 で 、
こ の 上 に 末 広 の 燮斗 5 個 と 小 松 、 山

椒
。 米 の 代 わ りに 赤飯 、 小 松 、 薮 柑 子 を 置 い て い る o

　 え が 安 産 と い う こ と で 、 江 戸時代 に は 戌 の 日 に 着帯す る こ と が 多

くな っ て い く o 着帯で 帯鈷 ぴ の 介助 者 は 産 婆 と な り、 夫 は 除外 さ れ

た o 着帯哮 の 祝 い の 宴 も妊 婦 と産婆 を 中心 と した 女 性 だ け の 参・加 と

な る 。 江 戸時代 後 期 に な る と
、 腹 帯 の 端 に 「紅 」 で 花 摸 様 を書 く よ

うに な っ た
。

　　江 戸時代 の 腹 帯 訟 争

　妊 婦 の 祝 い と安 産 へ の 祈 りで あ っ た 腹 帯 を 、 胎 児 が 大 き く育 ち遏．

ぎ な い よ うに
、 ま た 妊 婦 に よ る 胎 気 が 胸 や 頭 に 昇 ら な い よ う に と

、

み ぞ お ち （鳩 尾 ） で 緊 く し め つ け る よ う に な っ た
。

こ の た め 江 戸時

代 中頃 か ら腹 帯 の 是非 拾 が 医 師 の 聞 で 活 発 に な る 。

　腹 帯 を 有害 と す る 説 を 強 く主 張 し た の が 賀 川 玄 悦 （1700 〜 1
777 ） で

、 著者 『産 論 』 の 中 で 「鎮 帯 論 」 の 一 項 を も う け 、 腹 帯
は 有 害 無 益 と 批 判 し た

。
こ れ に 対 し、 立 野 龍 貞や 佐 々 井茂 庵 ち無 害

論 者 は 、 腹 帯 を し て い る人 た ち が 8 〜 9 割 安 産 し て い る と 反 拾 して

い る
。 腹 帯論 争 の 中 か ら、 腹 帯 を ゆ る や か に 腹 部 全 体 を お お う現 代

の よ うな 巻 き方 が 生 ま れ て き た
。 そ の よ う な 改 良拾 を重 唱 し た 一 人

が 『病 家 須 知 』 を著 し た 平 野 重 誠 （1790 〜 1867 ） で あ る
。

　腹 帯箸 争 は 明 治 以 降・も縁 り返 さ れ て きて い る が
、 論争 の 焦 点 は 有

害無 害 よ りも有 用 無 周 に 移 っ て き た
。

　　中国 の 腹 帯

　水 島 流 の 『壊妊 帯書 伝 記 』 に 、 中 国 で 妊 th　5 ケ 月 目 に 串 を帯 と す

る と 書 か れ 、 香 月 牛 山 （1656 〜 1740 ） が 享 保 11 ・年 （17

26 ） に 著 し た 『婦 人 寿草』 に 中 国 の 古 書 に 見 ら れ な い が 、 近 年明

の 鎮 明 詰 が 著 す 『奚 嚢便 方』 に 絹 ま た は 串 を 腹 帯 に し て い る
、

と記

さ れ 、
い ず れ も中国 で は 明 の 頃 に 腹 帯 の 記 事が 出 て い る と い う。

　清時代 の 風 俗 を 開 き書 き し た 中川 忠 英 （？ 〜 1830 ） の 『清 俗

紀 聞」 に 厂E£ 帯 は ら お び 」 と 図 示 さ れ 、 妊 躯 四 。 五 ケ 月 に 腹 に 結 ぷ

と 説 明 さ れ て い る o ま た 台湾 の ヤ ミ族 は 夫 の 輝 を腹 帯 に し て い る と

い う。

　中国 の 腹 帯 は 6 本 の 風 習 が と り入 れ ら れ た 珍 しい 例 か も知 れ な い o
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